
ルクセンブルク経済・金融情勢（２０１４年４月前半）

１．経済

●２０１３年のルクセンブルクの経常収支は２３億６１００万ユーロの黒字で、

前年比▲１３７百万ユーロ。（３日付中央銀行プレスリリース）

●放送・通信サービス企業アルティス社（本社当国）、仏メディア通信企業ビ

ベンティ傘下の携帯電話子会社ＳＦＲを約１３５億ユーロで買収。アルティス

社傘下にあるニュメリカーブル社とＳＦＲ社が合併し、合併後に成立する会社

の株式の２０％をビベンティ社に付与する。（７日付ペーパージャム誌電子版）

●２０１４年３月のインフレ率は年率０．８％（前月は０．９％）。（９日付

統計局プレスリリース）

●２０１３年第４四半期の経済成長率は前年同期比＋２．４％、前期比＋０．

７％。また、２０１３年全体の経済成長率は＋２．１％。（９日付統計局プレ

スリリース）

●ＩＭＦが８日に発表した世界経済見通しによると、ルクセンブルクの経済成

長率は２０１４年２．１％、２０１５年１．９％の予測。（９日付ヴォルト紙

電子版）

●カーゴルクス社、ルクセンブルク－鄭州間の定期便を４月２４日より運航す

る旨１０日に発表。鄭州は河南省の省都で、カーゴルクス社株式の３５％を保

有する予定である河南民航発展投資（ＨＮＣＡ）が所在する。将来的には少な

くとも週４便が運航される予定。（１１日付ル・コティディアン紙）

●２０１４年１月１日時点のルクセンブルクの人口は５４９，６８０名で、１

年間で１２，６４１名増加。増加分の８０％以上は移民の増加によるもので、

人口に対する外国人の割合は４５．３％へと増加した。（１５日付統計局プレ

スリリース）

２．金融

●ＢＧＬ ＢＮＰパリバ、２０１３年の連結純利益は３３６．９百万ユーロで、

前年比＋２６％。（４日付ペーパージャム誌電子版）

●通常の金融商品の利用が制限されている低所得者層に、金融アクセスを拡大

するための包括的金融（Inclusive Finance）をルクセンブルクで発展させるこ

とを目的とした団体であるInFiNeが設立。当国金融セクターの公的機関、職業

団体、民間企業等が参加している。（９日付銀行協会プレスリリース）

●ロシア・キプロス系銀行であるロシア商業銀行（ＲＣＢ）、ルクセンブルク

に支店を開設。（１１日付ペーパージャム誌電子版）



３．政府

●グラメーニャ財務相、アテネ開催のユーログループ（１日）及びＥＵ財務相

会合（２日）に出席。（３月３１日付財務省コミュニケ）

●グラメーニャ財務相、９日から１０日にかけてニューヨークを訪問。ルクセ

ンブルク貿易投資事務所主催のイベントに出席し、金融セクター関係者との対

談行った。（１１日付財務省コミュニケ）

●グラメーニャ財務相、１１日及び１２日にワシントン開催のＩＭＦ・世銀総

会に出席。１２日にはラガルドＩＭＦ専務理事と会談し、ルクセンブルクから

ＩＭＦへの２０．６億ユーロを上限とする融資取極に署名。（１０日付および

１４日財務省コミュニケ）

●ベテル首相、バルニエ欧州委員（域内市場・サービス担当）と１４日にルク

センブルクで会談。（１４日付政府公報）

※ 当国政府機関の公表資料や各種報道等の公開情報を取りまとめたもの。


